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令和７年度がスタートして、１か月が過ぎました。 

朝、地域の方々や保護者の方々が子供達の登校の見守りを通して子供達の安全・安心な環境をつく

っていただいていることに感謝の気持ちでいっぱいです。 

ふるさと滝尾の宝である子供達を地域ぐるみで育てていただいている「地域の力」の存在は大きな

ものがあります。子供達は、将来の変化を予測することが困難と言われる時代を生きていきます。それゆ

えに、「家庭の力」と「学校の力」に加え、「地域の力」の三者が連携・協働しながら、子供達を育んでい

くことが必要不可欠だと思います。 

滝尾小学校では、本年度「笑顔いっぱい 元

気いっぱい 夢いっぱいの学校づくり」を進め、

ふるさと（滝尾・水越）を誇りに思い、やさしく・

かしこく・たくましい子供の育成に向けて、右記

の３つの力が身に付けられるよう、本校職員一

丸となって精一杯充実した教育活動を行って

いきます。 

 保護者の皆様、地域の皆様のお力添えとご

協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       児童会活動について、昨年度末から先生方もいろいろ考え、何度も話し合われました。そこで、 

       「滝尾スマイル委員会」「心ぽかぽか委員会」「体げんき委員会」と新たな名称になりました。        
 

 

 

「笑顔！ 元気！ 協力！ やさしさあふれる 楽しい滝尾小」 

５月１日に代表委員会があり、令和７年度の児童会スローガンが決まりました。各学年で話し

合われたことを基に様々な意見が出されスローガンが決められました。 

話し合いの際には、「みんなが笑顔で元気に学校に通えるようにしたい」 

「優しい人が増えてほしい」「遊ぶときに言葉が強くなることがあるから課題」 

などといった意見が出されたそうです。子供達が、自分たちが学校生活で感じ 

る課題や「こんな学校にしたい」という意見を出し合えたことは、素晴らしいこと 

です。子供達が主体となった児童会活動・授業・行事を創り上げていきます。 

 

滝尾小ホームページ 

たきおっ子 

笑顔いっぱい 元気いっぱい 夢いっぱいの学校づくり 

ふるさとを誇りに思い、やさしく・かしこく・たくましく生きる滝尾っ子の育成 

 


